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■⽇時︓令和４年 12 ⽉ 7 ⽇（⽔）18︓00〜19︓30 
■場所︓福野南部交流センター（オンライン） 
■出席︓▶（福野地域づくり連絡協議会）⼤橋会⻑（南部）、池⽥副会⻑（安居）、 

⻄（中部）、河合耕（北部）、⽥原（東部）、中井（⾼瀬⻄）、河合豊（⻄部）、
神能（事務局） 

◇（検討メンバー）北川、柴⽥、嶋⽥ 
→（市政策推進課）森、⽇⻄ 
●（福野地域 ORACCHA 構想特定業務共同企業体）⽔上、福島（オンライン） 

■内容︓（１）アンケートの結果報告 
（２）事業案の説明 
（３）意思決定機関の組成について 

■発⾔要旨︓ 
（１）アンケートの結果報告、（２）事業案の説明 

●（資料に基づき説明） 
◇（資料に基づき説明） 

（質疑応答） 
▶多世代交流の居場所づくりは、具体的にはどのような内容か︖ 
◇当初から広場の一角を屋根付きにすることは検討していて、１期の商業棟の軒をもっと広くするように

修正依頼しているところ。朝市などができると良い。屋根付き部分以外にも、屋内に遊具を置いて、⾬
天時も過ごせるようなことを検討している。具体的なイメージはまだない。 

▶その部分の建物は２階だてか︖屋上はあるのか︖ 
◇２階建てで収めたい。屋根には太陽光パネルを設置したく、屋上で何か活動をするようなことは考えて

いない。 
▶新聞紙ほどの⼤きさで、ジオラマでも作ってはどうか。そのジオラマで提案してくれると、もっとその気になる

だろう。平面図による口頭説明だけでは、聞いた方は銘々に想像してしまう。 
→不確定要素がたくさんあるので、事業として回せる範囲でどれだけできるかというところで提⽰できればと

思う。 
▶小児科とは、小児科医院のことか。 
◇そのとおり。 
▶以前この会議でも、⾃転⾞店を望む声があったかと思うが想定はされていないのか。 
◇意⾒としては伺っているが、テナント募集の際に⾃転⾞店出店の意⾒があれば、⼊居の方向で話を進

めていきたい。 
→テナントはこの時点では決められないので、この後サウンディング調査など他の⺠間事業者の提案も受

けながら決めていく話になるかと思う。 
◇今後、意⾒の多いテナントについては、こちらからの積極的な誘致も考えたい。 
▶アンケート結果でも防災のキーワードが多かったので、そこを重点に、この場所が避難所だと分かるよう

に⼤いに PR していただきたい。 
→防災計画の中で避難所に指定していくことになるだろう。アピール方法については、防災担当とも協議

したい。 
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●まとまった遊具スペースのほかに、小さい遊び場を建物内に散りばめるようなことも検討している。同じよ

うに、例えば、オシャレなカフェを１つ⼊れるよりも、小さなスペースでちょっとチャレンジできるとか、シェア
キッチンなども検討している。 

▶宿泊施設のイメージは︖ 
◇賃貸住宅をそのままお貸しして、複数⼈で借りるようなものをイメージしてもらえるとよい。例えば、２

LDK を５⼈などで宿泊することを考えている。 
▶⺠間で整備して、それを市で買い取ると記載されているが、そういうことがあるのか︖ 
→方向性として、公共施設再編計画を進めており、今後さらに⼈口が減少していくことを踏まえると、これ

以上を⾏政が保有することは考えていない。 
●⼤東市では、市が⺠間施設の必要最低限を借り上げる、借上げ賃貸という⼿法を取っている。 
▶市⺠センターであれ交流センターであれ、⺠間ベースで貸し出した場合、賃料はいくらか。 
◇テナント賃料は、坪 8,000 円／⽉で試算している。集合住宅の賃料は、坪 4,500 円／⽉で試算し

ている。 
→福野中部交流センター部分については、福野中部まちづくり協議会と個別に調整しているところ。 
▶福野地域全体を⾒て、既存施設と重ならないように総合的に機能を考えてもらいたい。 
◇できるだけ既存施設と重ならないように配慮したいと考えている。 
▶資⾦計画について、⾃⼰資⾦を９億円も集めることになるのか︖ 
●該当しそうな国の補助事業が他にもあったので当てはめられるだけ当てはめられるように、あらゆる⼿段

を考えたい。 
 
（３）意思決定機関の組成について 
→現段階では不確定要素もあるが、今後も具現化に向けた詰めの作業を進めていく。２０年間の事業

収支の⽬途がついてきた段階で、住⺠説明会を開催したいと考えている。ただ、住⺠説明会出席者
の理解を得たからと⾔って、それが地域の理解を得たと判断するのは乱暴だと考える。そこで、最終的
に、この構想を具現化して判断できる資料を⽰し、福野地域として事業の決定の可否、判断をする場
をぜひ設けていただきたい。市でも最終的な判断をするが、地域の合意がどこでどのように得られている
のかが明確でないと、市も判断するテーブルに乗せられない。ぜひ、福野地域としてこの事業に対する
関心を強く持っていただいて、さらに、地域としての意思決定・判断をする機関・組織の設置をお願いし
たい。 

▶いつ頃までに設置すれば良いか︖ 
→この業務の⼯期が３⽉上旬までとなっている。早急にではないが、年明けまでにある程度の⽬途を⽴

てていただいて、年明けには組織ができるように動き出していただけると助かる。 
（以上） 
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